
ニューヨーク市の西とフィラデルフィアの北の交差点に位置するペンシルベ
ニア州ベスレヘム市は、ウインド・クリーク・イベント・センターで、過去十数
年にわたってトップクラスの音楽、コメディ、その他のアーティストに舞台を提
供してきました。かつてはアメリカの鉄鋼業の中心地であったベスレヘムは、
最 近ではロック・ツアーのおなじみの地となっており、2024 年 は Breaking 
Benjamin、Daughtry、Ministry、Aaron Lewis、The Black Crowes、In This 
Momentらによるエネルギッシュなショーが開催されることになっています。ウ
インド・クリーク・イベント・センターでは、John Legend、Air Supply、The 
Temptations、Jerry Seinfeld、Gabriel “Fluffy” Iglesias な ど が 公 演 を 行
う予定です。今年初め、3,500 人収容のこの会場は、ホーシャムを拠点とする
L-Acoustics 公認プロバイダー Bauder Audio Systems による新しい L シリー
ズ・コンサート・サウンド・システムの設置で新たな幕開けを飾りました。

Vision Entertainment Group が所有・運営し、Wind Creek Casino and Resort
の敷地内にある約 3,700 ㎡を誇る Wind Creek Event Center は、それぞれ専
用の LA7.16 アンプリファイド・コントローラーで駆動される片側 2 台の L2 の下
に 1 台の L2D エレメントによる L シリーズ・システムでカバーされています。シス
テムは、LA4X でドライブされる５台の A10i によるアンダーバルコニーフィル、２
台の A15i Wide によるディレイ、10 台の Kiva II によるフロントフィルと、３台の
LA12X でドライブされる 10 台の KS28 グランドスタックで補完されています。シ
ステム全体は、Milan AVB ネットワークを介して P1プロセッサで管理されてい
ます。

Bauder Audio Systems のプロダクション・マネージャーであるブライアン・
ナーブ（Brian Naab）氏によると、会場の関係者が L シリーズについて初めて耳
にしたのは、昨年のコーチェラで L シリーズを体験した Matchbox 20 の FOH エ
ンジニアからだったそうです。「会場が当時の PA システムの交換を検討してい
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た時期に、同バンドがイベントセンターを訪ねてきて、『ぜひ L2 を聴いてみてく
ださい 』と言われたのです。」とナーブ氏は振り返ります。「デモに参加する機会
はまだありませんでしたが、L-Acoustics との関係と経験だけでも、システムの
スペックから確かな決断をするのに十分だと感じていました。」

https://www.bestecaudio.com/products/la7-16/
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https://www.bestecaudio.com/products/a10-wide-2/
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ウインド・クリーク・イベント・センターは、他社の同サイズのリグよりもはるか
に多くの SPL を出力するシステムで、到達距離だけでなくフットプリントも改善
されサイド席からの視野も改良されたとナーブ氏は語ります。「1 台の L2 / L2D 
は 4 台の K2 に対して、同じコンターを得ながら、40％軽量、46％小型化した
フォーマットになっており、スーパーカーディオイドのパターンを可能にする高精
度の広帯域カバレッジは優れた回り込みの低減を実現します。」

「このサイズのシステムでこの高い SPL と明瞭度は他に類を見ません。」と語りま
す。Milan AVB ネットワークの正確なパケット配信は、システム全体で低遅延の
信頼性を保証すると付け加えます。「会場のスタッフと管理チームのために行っ
た新しいシステムを再確認するプライベート・ショーを経て、Machine Head の
公演で公式リスタートをしました。その結果、L Series の選択に全員が大変満足
していました。」

ウインド・クリーク・イベント・センターの音響部長兼プロダクション・マネー
ジャーであるジョン・ルップ（John Rupp）氏もその一人です。ツアー歴 15 年の
ベテランで、Oliver Tree、Secondhand Serenade、Hobo Johnson、Motion 
City Soundtrack、The Struts など数多くのアーティストの FOHミキシングを担
当してきた彼によると、新しい L シリーズが会場のサウンドにもたらす違いは「天
と地のようなもの」だそうです。

「明瞭度、カバレッジ、パンチが素晴らしいものです。」と熱心に語ります。「以前
のシステムは、席によって聞こえ方が違い数メートルおきに全く別のリグのよう
に聞こえていました。L シリーズでは、会場のどの場所からでも同じ音質を楽し
めます。スイート席でも最前列でも、その特性は一貫しています。システムのヘッ
ドルームも魅力的です。Machine Head とFear Factory のツアーは、ここで L2
アレイを使用した初めてのショーの 1 つでした。ツアー・エンジニアは、一晩中
システムを105dB 前後に保ち、システムの高い精度によりそれ以上 あげる必要
はありませんでした。そのレベルでも、アンプにはまだ多くのヘッドルームが残っ
ていて、恐ろしいほどでした。」

「L-Acoustics のシステムがもたらすものは、素晴らしいサウンドだけではありま
せん。L-Acoustics のシステムは、ツアー中のアーティストやファンに対して、会
場が音質を重視している証でもあります。「アーティストに、ここで採用している
機材が、ショーの体験を最高のものにできることを知ってもらいたいと常に考え
ています。」とWind Creek Event Center の EVP/ ジェネラル・マネージャーであ
るジェイミー・ハインズ（Jamey Hines）氏は説明します。「アーティストやエー
ジェンシーから、最高級の音響を備えた一流の会場として認識されることは、
彼らがイベントセンターを選ぶ決定的な要因です。さらに、アーティストが自分
のアートを思い描いた通りに再現するために必要なレベルの設備を整えること
は、それが観客に意図とおりに伝わり、あらゆる面で素晴らしい体験になります。
L-Acoustics は、全てのトップ・ツアー・バンドのライダーに名を連ねています。
私たちは、アーティストが会場を選ぶ際に何を求めているかを理解しており、真
新しい L シリーズの導入により、彼らのニーズを超えた満足を提供できているこ
とを実感しています。」
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